
東京現代美術館のキュレーター（学芸員）に焦点を当て、アーティストとのコラボレーションによ

って展覧会を創っていく姿を通して、アートの楽しみ方を知ってみませんか。十和田市の現代アート

美術館誘致の取り組みも紹介します。 

①第１回「アートを演出する」 
～キュレーター（学芸員）という仕事、現代アートでまちおこし～  4月 26日(火) 

現在、洋服は安く、質も良く、簡単に手に入るようになりました。その土台は、60年代、70年代、

80年代の日本のデザイナー達が築いたものです。今一度、ファッションとは何かを考えてみましょう。 

 

②第２回「ファッションはアート」 
～三宅一生、川久保玲、山本耀司の仕事～     5月 10日(火) 

③第３回「絵本というアート」    5 月 24 日(火) 
～絵本作家の仕事、美術と絵本～ 
日本の絵本の美しさは世界でもナンバーワンに挙げられます。 

絵本は美術が苦手な人、嫌いな人にとっても入りやすい美術の入口 

です。お話しや名画などを知っていると見つけられるけど、知らない 

と見つけられない絵本など、絵本を知っていく楽しみを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期講座案内 
講座１＜主催講座 芸術・文化コース＞ 
杉浦篤子さんと美術を楽しむⅡ 

『 アートって何？』 

◆時 間／各日とも 10:30～12:00   ◆定員30人（応募多数時抽選） 

◆会 場／①、③石狩市民図書館 視聴覚ホール   ②石狩市公民館 

◆申込締切／4月12日(火) ◆受講料／カレッジ会員1,200円 一般1,500円（3回分） 

◆申込み・問合せ／ いしかり市民カレッジ事務局（石狩市公民館内） 

TEL/FAX：0133-74-2249 メール：kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp 

 ※本講座は「道民カレッジ連携講座」及び「いしかり学びのスタンプ対象講座」です。 

平成 23年度 

美術の楽しみ方について、身近な例やよく耳にする例を使ってわかりやすく解説します。 

美術の面白さを知って、普段の生活をもっと楽しんでみませんか。 


